
 

 

研究機関名：東北大学 

受付番号：2015-1-109 

研究課題名   副腎褐色細胞腫、副腎外パラガングリオーマにおけるカテコールアミン合成酵素

の発現と臨床病理学的因子との関連 

 

実施責任者（所属部局・分野等・職名・氏名）： 

医学系研究科・病理診断学分野・准教授・中村保宏 

研究期間  西暦 2015年 6月（倫理委員会承認後）〜2016年 3月 

対象材料  

□過去に採取され保存されている人体から取得した試料 

□病理材料（対象臓器名：副腎、後腹膜） □生検材料（対象臓器名：   ） 

□血液材料   □遊離細胞   □その他（      ） 

□研究に用いる情報 

□カルテ情報 □アンケート □その他（      ） 

対象材料の採取期間：西暦 2008年 3月～西暦 2014年  12月 

対象材料の詳細情報・数量等： 

（対象疾患名や数量等の詳細を記すこと。多施設共同研究の場合は、全体数及び本学での数量等を記すこと。） 

東北大学病院で副腎褐色細胞腫または副腎外パラガングリオーマの診断で切除された副腎およ

び腫瘍組織 40症例 

 

研究の目的、意義 

副腎褐色細胞腫の約 10%、副腎外パラガングリオーマの 15-35%は悪性とされているが、遠隔

転移が明らかではない段階で、良悪性の鑑別は極めて困難とされてきた。しかしながら、近年、

病理学的、内分泌学的もしくは遺伝子変異など様々な観点から悪性診断が試みられている。特

に病理学的には、組織所見のスコア化が有用という報告がなされ、2002 年に Thompson らが

Pheochromocytoma of the Adrenal gland Scaled Score (PASS)を、2005年に Kimuraらが

Histological Grading of Adrenal and Extraadrenal Pheochromocytoma and Relationship to 

Prognosis (GAPP)を提唱している。また、腫瘍細胞の S-100タンパクや Ki 67標識率について

の有用性も報告されている。一方、カテコラミン合成酵素であるチロシン水酸化酵素 (TH) 、

芳香族アミノ酸脱炭酸酵素 (AADC) 、ドパミンβ水酸化酵素 (DBH) 、フェニルエタノール

アミン N-メチルトランスフェラーゼ (PNMT) はヒト副腎髄質においてすべて存在しており、

THが血中カテコラミン濃度と相関することやPNMTが血中アドレナリン濃度と相関すること

が報告されている。しかしながら、これら酵素の発現と悪性度についての関係性に主眼を置い

て検討した報告は見られない。したがって、本研究では副腎褐色細胞腫と副腎外パラガングリ

オーマの腫瘍組織でのカテコラミン合成酵素の発現を免疫組織化学的に詳細に検討し、臨床病

理学的因子との相関を明らかにする。これにより、今後の新しい良悪性の組織学的指標につい

ての可能性を模索する。 

 

実施方法 

1. 東北大学病院にて手術で採取された褐色細胞腫およびパラガングリオーマ腫瘍部のパラフ

ィンブロックを用いて、カテコラミン合成に関与する酵素の発現および S-100陽性細胞の有無

や Ki 67標識率を免疫組織化学的に解析する。 

 

2.上記の結果を、臨床病理学的因子と比較検討を行う。 



 

 

研究計画書及び研究の方法に関する資料の入手・閲覧方法 

 

研究計画書及び研究の方法に関する資料は、入手又は閲覧可能である（ただし、他の研究対象

者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内に限られる。）入手・閲覧については、

下記の窓口に問い合わせること。 

個人情報の利用目的の通知に関する問い合わせ先 

保有個人情報の利用目的の通知に関するお問い合わせ先：「本研究に関する問い合わせ・苦情等の窓口」 

※注意事項 

以下に該当する場合にはお応えお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16の 1(3)＞ 

①利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、研究対象者等又は第三

者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 

②利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、当該研究機関の権利又

は正当な利益を害するおそれがある場合 

 

個人情報の開示等に関する手続 

本学が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停止を請求することができます。 

  保有個人情報とは、本学の役員又は職員が職務上作成し、又は取得した個人情報です。 

1) 診療情報に関する保有個人情報については、東北大学病院事務部医事課が相談窓口となります。詳しくは、

下記ホームページ「配布物 患者さまの個人情報に関するお知らせ」をご覧ください。（※手数料が必要です。） 

【東北大学病院個人情報保護方針】http://www.hosp.tohoku.ac.jp/privacy.html 

2) 1)以外の保有する個人情報については、所定の請求用紙に必要事項を記入しを情報公開室受付窓口に提出

するか又は郵送願います。詳しくは請求手続きのホームページをご覧ください。（※手数料が必要です。） 

【東北大学情報公開室】http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kokai/disclosure/index.html 

※注意事項 

以下に該当する場合には全部若しくは一部についてお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16の 2(1)＞ 

①研究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 

②研究機関の研究業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれがある場合 

③法令に違反することとなる場合 

 

本研究に関する問い合わせ・苦情等の窓口 

中村保宏  

医学系研究科病理診断学分野  

TEL: 022-717-8050 

 

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/pc/img/saito/01.pdf
http://www.hosp.tohoku.ac.jp/privacy.html
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kokai/disclosure/index.html

